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特別なことではなく ～人と人との結び～

校長 末留 健太郎

11月下旬となっても，寒暖差が大きく 離島の子どもたちは，中学・高校を終

体調管理が難しい気候ですが，文化祭， えると故郷を離れる「島立」（しまだち）

期末テストも終わり，生徒会組織も引き を迎えます。広い社会に出る子どもたち

継いで１・２年生は意識を一段階あげる は，これまで身に付けた協働性や社会性

時，3年生は自分の進路を選択する時です。 を発揮して，今度は自分で「結」のつな

単に進学先を決めるだけではなく，もう がりを創っていくのですが，そのとき頼

少し先の夢や目標を見て，自分のキャリ りになるのが，コミュニケーションを結

アプランを立てて欲しいと思います。 ぶ第一歩の「挨拶（あいさつ）」です。

さて，例年12月中旬に京都の清水寺で 「挨拶」の「挨」は思いやる，「拶」

「今年の漢字」が発表されますが，私が は交わすという意味があります。つまり，

この一年で心に浮かぶ漢字は「結」。むす 挨拶とは相手を思いやる言葉かけであ

ぶ，結果，結実など，少し硬いイメージ り，「相手が気持ちよく受け

の漢字ですが，私の心に浮かん 取れるようにする」という相

だ結は，人との縁をむすぶとい 手意識が原点なのです。日頃

う意味の「結」（ゆい）です。 からそんな挨拶を心がけてい

教職生活が終わりに近づき，これまで れば，どんな相手や環境でも

を振り返ることが多くなったり，思いが 失礼のない，気持ちのいい挨拶が自然に

けない再会や死と向き合ったりしたせい できる人になります。

か，人と人とのつながりの温かさを，あ また，いい挨拶は，実は自分にもプラ

らためてじんわりと感じる年でした。 スになると，ある心理学者が言っていま

「結」は，前任地の徳之島では，農作 す。自分がした挨拶に相手がいい表情や

業や牛の世話，子育ての中でお互いに助 言葉を返してくれたら，それは成功体験

け合う仕組みや習わしでした。また，「子 として脳にインプットされ

は宝，地域みんなで育てる」という教育 るので，自分の承認欲求も

風土の源泉にもなっていました。少し前 満たされ，スッキリした気

の日本ではどの地域にもあり，誰の子で 分になるというのです。い

あっても挨拶する，叱る，ほめる，気に い挨拶で成功感覚を重ねると，自己肯定

かける，そんな「結」の中で，協働性や 感も高まっていくそうです。

社会性を身に付けていくもの 相手を思いやることは人間関係の基本

でした。祁答院地区にも、結 であり，互いにその基本を大切にすれば

の文化の温かさや良さがある こそ，人と人との心が「結」ばれていく

ように感じます。 のだと思います。



３日（金），「前進 ～誇り高く未来へのバトン～」をスロ－

ガンにたくさんの保護者，地域の方々をお招きした文化祭が行わ １日（金）１・２年授業参観・

れました。それぞれの生徒の気持ちのこもった舞台発表や展示発 学年PTA

表を見ることができました。この日に合わせ，練習を重ねてきた ５日（火）職場体験学習（2年

ＰＴＡの方々による合唱発表もありました。会場にいる多くの方 生）～６日

々が感動する一日となりました。 ８日（金）人権教室

９日（土）土曜授業，鹿児島学

習定着度調査質問紙

13日（水）性に関する学習（１

年生）

17日（日）門松づくり

22日（金）終業式

14日（火）生徒会引継ぎ式が行

われ，新生徒会長へ生徒会旗が引 16日（木），ＮＰＯ法人が

き渡されました。間淵新生徒会長 んサポートかごしまの鳥羽瀬

は，「みんなの意見を取り入れ， やす子さんによるがん教育「い

それぞれの個性を尊重してがんば のちの授業」を実施しました。

っていきたい」との心強いあいさ 自他の健康と命の大切さにつ

つがありました。 いて学びました。

本 生徒会長 間淵 大生

副会長 神之田 陽翔 早﨑 陽菜

部 書記 末吉 友莉 湯田 耀次朗

専 学習部 部長 北原 由來 副 佐藤 嵩馬

門 生活環境部 部長 有村 未来 副 帖佐 悠真

部 保体部 部長 松山 隼人 副 内山 桃歌

文化図書部 部長 西牟田 奈菜美 副 手塚 悠月

11日（土），学校周辺約3. 24日（金），ＫＴＳ鹿児島テ 29日（土）・30日（木），昨

4ｋｍの校内マラソン大会が レビ気象予報士の新井 雅則 年に引き続きなぎなた連盟の

ありました。体育の授業で練 さんをお招きし，「天気予報 平山 悦子さん・新坂 知可

習した成果から，全員完走す を作ろう」の演題で，講演を 子さんを指導者に招き，武道

ることができました。保護者， して頂きました。新井さんは 「なぎなた」の授業を実施し

地域の方々の応援や協力等あ 防災士の資格をもち，防災の ました。日本古来の伝統武道

りがとうございました。 必要性を，わかりやすい口調 に触れる貴重な体験となりま

で生活に密着した内容で話し した。

てくれました。

いのちの授業

「なぎなた」授業

新生徒会へ

校内マラソン大会 天気予報を作ろう

第５２回文化祭


